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 殺された人がいます。傷つけられた人がいます。大切な人を奪われた人がいます。住む

ところを失った人がいます。おびえる子どもたちがいます。  

殺されようとしている人がいます。  

 

 イスラエル軍によるガザ地区への攻撃が続くなか、およそ 1 か月の間に、ガザ地区では

1 万人を超える人びとが命を奪われました。  

 ガザ地区では、水も不足しています。食べるものも手に入らなくなっています。物資や

電力が断たれ、医療活動ができなくなり、子どもたちが亡くなっています。  

障害のある子どもたち、障害のある人たちは、どういう状況にあり、何を思っているで

しょうか。家族は、どういう日々のなか、何を感じているでしょうか。  

 

ガザ地区の惨状が目の前にありながら、イスラエルはガザ地区への攻撃をやめようとし

ません。また、米国・英国・日本など G7 の国々は、イスラエルの「自衛権」を語り、攻

撃をやめさせようとしません。  

 日本政府は、「人道的休戦」を求める国連決議にも賛成しませんでした。イスラエルによ

る国際法違反を批判することもしません。  

 

 私たちは、攻撃をやめようとしない勢力に対して、「攻撃をやめろ」と言わなければなり

ません。「攻撃をやめさせろ」という声を、日本政府に向けなければなりません。  

 

 全国障害者問題研究会は、障害者の権利を守り、発達を保障することをめざして歩んで

きました。障害者の権利保障・発達保障は、生命や生活を脅かす攻撃の対極にあります。  

私たちは、断固として訴えます。「戦争、殺戮をやめろ」  

 

 


